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平成14年４月分電力需要概況

(用途別) （単位:百万kWh）

４  月 対 前 年 同 月 伸 び 率

電力量
対前年同月
伸び率  ３  月  ２  月  １  月

電灯 534 ▲2.0% ▲2.8% ▲4.5% 5.1%
電力計 931 ▲2.3% ▲6.4% ▲4.3% ▲3.3%
業務用(高圧) 292 0.7% ▲3.6% 0.1% ▲0.8%
小口 305 ▲4.6% ▲8.5% ▲7.5% ▲4.0%
電灯電力合計 1,465 ▲2.2% ▲5.2% ▲4.4% 0.0%

　 特定規模需要 469 ▲4.5% ▲7.3% ▲6.7% ▲7.7%
販売電力合計 1,934 ▲2.7% ▲5.7% ▲4.9% ▲1.6%

(再掲) 大口電力 745 ▲3.5% ▲6.8% ▲6.0% ▲7.0%

(大口業種別) （単位:百万kWh）

４  月 対 前 年 同 月 伸 び 率

電力量
対前年同月
伸び率  ３  月  ２  月  １  月

繊維 82 ▲5.6% ▲6.2% ▲3.9% ▲5.0%
紙・パルプ 33 ▲11.7% ▲1.4% 1.1% ▲12.9%
大 化学 100 ▲2.3% ▲1.5% ▲2.7% ▲2.8%
窯業・土石 33 ▲0.5% ▲10.6% ▲12.7% ▲11.9%
口 鉄鋼 50 ▲24.5% ▲27.3% ▲29.1% ▲29.5%
非鉄金属 54 ▲0.6% ▲6.9% ▲10.3% ▲10.4%
電 機械 193 3.4% ▲2.1% ▲2.2% ▲2.2%
金属製品 57 ▲6.9% ▲9.9% ▲8.3% ▲7.2%
力 その他鉱工業 81 ▲0.7% ▲8.8% ▲1.5% ▲5.4%
公共用等 62 ▲0.4% ▲3.9% ▲1.7% ▲2.2%
合  計 745 ▲3.5% ▲6.8% ▲6.0% ▲7.0%
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( 参 考 )      今 年 の 気 温     （ ℃ ）
平 均 気 温

   富 山 市    金 沢 市    福 井 市
上 旬 (+ 2 .2 ) 6 .0  (+ 2 .2 ) 6 .6  ( + 2 . 3 ) 6 .5  

3 中 旬 (+ 3 .8 ) 1 0 .5  (+ 3 .1 ) 1 0 .6  ( + 3 . 2 ) 1 0 .0  
月 下 旬 (+ 0 .4 ) 9 .3  (+ 0 .7 ) 9 .7  (0 . 0 ) 9 .4  

(+ 2 .1 ) 8 .6  (+ 2 .0 ) 9 .0  ( + 1 . 8 ) 8 .7  
上 旬 (+ 2 .1 ) 1 3 .1  (+ 1 .1 ) 1 3 .1  ( + 1 . 3 ) 1 3 .4  

4 中 旬 (+ 0 .9 ) 1 4 .7  (+ 1 .2 ) 1 5 .1  ( + 0 . 3 ) 1 4 .3  

月 下 旬 (+ 2 .3 ) 1 5 .2  (+ 2 .8 ) 1 6 .0  ( + 2 . 7 ) 1 6 .1  
(+ 1 .8 ) 1 4 .4  (+ 1 .7 ) 1 4 .7  ( + 1 . 4 ) 1 4 .6  

【 注 】  (   ) 内 は 前 年 差 。

  ４月の販売電力量は19億34百万ｋＷｈとなり、前年同月に対して▲2.7％減と11ヵ月連続で
前年水準を下回りました。

  これを用途別にみますと、３月から４月上旬にかけて気温が前年に比べ高かったことによる
暖冬影響から、電灯については▲2.0％減と３ヵ月連続で前年水準を下回りました。
　業務用電力については、商店などの契約電力が減少していることから、0.7％増と低めの伸
びとなりました。
  小口電力は、民生用関連の暖冬影響に加え、繊維が依然として低迷していることから、▲
4.6％減と15ヵ月連続で前年水準を下回りました。

  なお、大口電力については、鉄鋼、繊維などの業種がマイナスであったものの、ＩＴ産業の
回復傾向を受け、主力の機械がＨ13年６月以来、10ヵ月ぶりにプラスに転じたことから、全体
では▲3.5％減となり、マイナス幅は小さくなりました。


